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第 33 回 日本結合組織学会学術大会の 開催 に当た っ て

　今 回 の 学 会 を 「先 端科学技術 の 推進か ら、 社会 へ の 還 元 ま で 」 を

テ ー マ に 開催す る に 当た り、 肝線維化研究の 国際会議を学会 と 同 時

に 開催す る こ と を企 画 し ま した 。 幸い 理 事会 の ご承 認 を得て 、 日本

結合組織学会お よび 日本肝臓学会の 錚 々 た る先 生方の ご理解と ご助

力 をお 願 い す る こ とが で き ま した 。 遺伝 子 研 究 の 進歩か ら線維化研

究 は急速 に進歩 し、 遺伝子 治 療が可 能 にな っ て き つ つ あ ります 。 こ

の 国際会議で 、 マ トリッ クス の 基礎的研究面 で も内外 の 第
一

線 の 研

究者が
一

同 に会す る 貴重な 場 に な れ ば と期待して お ります 。

　 「再生医学 とマ トリッ クス 」 は 、 シ ン ポジ ウ ム 、 浅島　誠教授 の

特別 講演 、 国 際会議で の Prockop 教授の 講演な どで 最先端の 研究が

発表さ れ 、 討論 され る と期待 して お ります 。

　 20 年前 、 産業医科大学 の 第
一

回 国際 シ ン ポ ジ ウム 「職業病 の コ

ラ
ー
ゲ ン 、 コ ラゲナ

ー ゼ 」 の 事務局長 を勤め ま した が 、 こ の 国際 シ

ン ポジウム は 当時の わ が 国の マ トリ ッ ク ス 研究の 進歩に貢献した と

自負 して お ります 。 今 回 、 二 硫化炭素、 カ ドミ ウ ム 、 砒 素 の 面 白 さ

を知 っ て い ただけれ ば と櫻井治彦教授をは じめ とす る衛生学関係者

に お 願 い して 同 じ名前の シ ン ポジ ウム を組み ました 。

　 フ ォ
ー

ラ ム 「特許 につ な が る独創的結合組織研究」 は 、 畑　隆
一

郎教授 （前理事）の ご努力で 、 こ の 学会 で 発表 して も 、 ある
一

定期

間内で あれ ば特許の 申請 に抵触 し ない 許可を受 けま した 。 これを広

く会員 に 知 っ て も ら う こ と と 、 会員の 研究で 経済の 活性化 へ の 意気

を示 す べ く企画 し、 水島　裕教授 も特別講演 して 下 さ い ます 。

　会期 の 3 日間 、 お お い に勉強 し 、 お お い に討論 し 、 会員諸氏 の お

役 に立 て ば と念 じ て お りま す 。 学術大会 を も り立 て て くだ さ い ます

よ う宜 し くお願 い い た します 。
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